
 発刊にあたって

皆さんこんにちは。本紙を手に取っていただきありがとうございます。

私たち「Ynet.」は町民活動の活性化、町内ネットワークの拡大・構築を

目指し組織された役場職員で構成するグループです。標津町には様々な

まちづくりに関係する活動をしている団体や個人の方がいて、実際にお

会いしてみると、標津町にはこんなにも味わい深い人たちがいるね、と

気づかされました。本紙の表題「sipeto( シペト )」は標津の語源になっ

たとされるアイヌ語「シペツ」と日本語の「人 ( ト・to)」を掛け合わせ

た造語で、標津に住む活動的な方々をたくさんの方に知っていただきた

く名付けました。

sipeto を通じて人の活動に込められた『想い』に触れて、知って、共感して、

共に活動する方が一人でも増えることになればうれしく思います。

                                                                                                                Ynet.

net.
Shibetsu Town
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Follow us on Facebook & Instagram & Twitter !!!

ー SPECIAL THANKS! ー
あかつきダイニング
Aマート
川北郵便局
郷土料理武田
ぎんれい精肉店
くるくる２
合田商店

標津町内の情報などを更新！ぜひ検索してみてくださいね。

　マスク生活もずいぶんと板についてきまし

た。去年の今頃は、まさか世界がこんなことに

なるなんて想像もしていなかったなぁと沁々考

えます。

　今秋生まれて初めて「生筋子」を購入しました。

今まではありがたいことにおこぼれをいただけ

ていたのでした。まさか海の様子がここまで変

わる日が来るとは思ってもいなかったと、これ

また沁々。

　今年はこれまでの当たり前が当たり前ではな

いと言うことをまざまざと思い知らされる年に

なりました。だからきっと、今の当たり前も、来年、

いや数ヶ月後には形を変えるものが沢山ある。

むしろ変わらないものなんて無いのかもしれま

せん。諸行無常って言うし。

　今回、小野瀬さんと未来塾の皆さんにお話を

うかがい、変化をキャッチして対応していく人

達や、意図的に変化を与えていく立場の人達が

いて、実はそうやって持続できているものって

沢山あるのでは無いかと考えさせられました。

何年か前にストイックで有名な歌手の方が「変

わらないために変わり続けるんだよ」と話され

ていたことを思い出しました。　　　　　(N)

                                             　                                                       

後藤商店書店部
標津漁協直売所
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We are Ynet.!!!
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ホーマックニコット
ポンノウシテラス
鈴木漁業
未来塾
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Shibetsu Civic Pride Project by Ynet.

しべつろーかるふりーぺーぱー

sipeto Let’ s Open!!!
Shibetsu Town
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裏面インタビュー記事で小
野瀬さんがお話ししてくだ
さった電気タモです。間近
で見るととっても大きい！
この電気タモでサケを仮死
状態にさせ、「船上一本〆」
を効率的に作れると言うこ
となんですね！

AM1:00 標津漁港に集合。酔い止め薬を飲

んで緊張と共に 1:30 出港。暗闇へ突き進ん

でいく感覚と、小さくなっていく町の灯が

印象的でした。   

10 分程で漁場に到着。皆さん手際よく準備

をし次々と網を引き、タモでサケをすくい

ます。タモに電気を流し、サケを失神させ

質の良いサケを選び脱血させる姿はまさに

職人技…！

漁場を数個巡り、帰港したのは AM4:00。

そこから荷揚げ作業が始まります。サケを

一目で選別するその熟練された手捌きに私

たち一同目を奪われっぱなしでした。

気が付けば夜が明け朝が始まっていました。私

達が帰宅したのは AM5:00 ですが、漁師さんの

仕事はまだまだ終わりません。標津町に住みな

がらも初めて乗るサケ漁船。本当に貴重な体験

をさせていただきました。

What is

「船上一本〆」

　魚が船上で生きているうちに血液を抜く「脱血」や、延髄などの急所を断ち切

る「即殺」で、魚の品質や鮮度を向上させる活〆技法のことを、標津町独自の呼

称として「船上一本〆」と命名されました。

「船上一本〆」は「色よし、味よし、品質よし」の三拍子がそろった魚に変化させ

て、特徴的な効果である「色合いの向上、生臭み・酸化の低減、身質の張りなど

食感の向上」などまさに美味しさを極めた技法です。

実は私たち、サケ漁船に乗せていただきました！ R E P O R T




